














































































第 4章 結論 
本博士研究では、金属触媒を用いた N-O結合開裂経由するドミノ転位反応の開発を行っ
た。第 2章では、比較的合成困難なアミドジエン骨格の一挙構築を実現し、第 3章では、
合成困難な立体的に混んだアニリン誘導体の効率的な合成を実現した。このように金属触
媒を用いたドミノ転位反応が、合成困難な分子骨格の単工程での一挙構築、あるいは特異
な選択性を示す官能基導入といった従来法では困難な有機合成を実現する強力な手法であ
ると示せたものと考えている。また、本研究で得られたオルトキノールイミン中間体に関
する知見は、その反応性を利用した多様な分子変換へ展開できることが示唆された。 
今後金属触媒を用いたドミノ転位反応の更なる設計、開発により、困難な分子骨格の構
築法を提供し、さらに研究の過程で得られる反応性中間体に関する知見が更なる分子変換
反応を開発する上での礎になると期待している。 
 
